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序 

 

 今日，NMRは構造解析，物性解析の手段としてなくてはならないものになっている．

複雑な蛋白質の水溶液中での立体構造も NMRで決めることができるようになり，我が

国においてもこの方面の研究が盛んに行われている．しかし，その解析技術，測定法は

ソフト，ハード両面において，欧米で開発された手法に依存しているのが現状である．

我が国において独創的な新しい NMR測定法，データ解析法が開発されれば，新しい分

野の研究の進展が期待される．本書はそのために必要な NMRの基礎的な原理を，筆者

が北海道大学に在職中行った大学院の講義用に準備したノートをもとにしてまとめた

ものである． 

 この書はすでに NMRの初歩的な勉強を終え，実際に NMRの測定をしている人たち

を対象にして書かれている．その意味で NMRの入門書ではない．本書中，多数の式が

現れるが，ブラックボックスのままではなく，できるだけ計算をていねいにして，現象

の内容を明らかにしようと努めた．自分で NMRの測定をした結果が，なぜそのように

なるのか疑問にもつ人たちが考える際に役立てば幸いである． 

 産業技術総合研究所主任研究員津田栄博士には２次元，３次元 NMRの測定法につい

て討論してもらった．北海道大学 NMR研究室の熊木康弘氏には文献調査と NMR測定

でお世話になった．図 7. 6，図 10. 8，図 11. 4，図 11. 6，図 12. 6，図 12.11，図 16.25は

熊木氏の測定によるもので，感謝申し上げる．日本電子（株）NMRグループの諸氏に

は測定法について種々お教えいただいた．図 17.6 は JEOL のパルス系列である．ご協

力を感謝いたします． 

 

平成１５年１０月 

著者 
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